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本日の内容

Ⅱ 学習評価について

Ⅲ 主体的・対話的で深い学び

Ⅳ 考えるための技法の活用

Ⅴ 教科等横断的な視点に立った資質・能力

Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成

Ⅰ 休業日等における総合的な学習の時間の学校外の
学習活動の取扱いについて



Ⅰ 休業日等における総合的な学習の時間の学校外の
学習活動の取扱いについて



Ⅱ 学習評価について



学習評価について指摘されている課題

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が
児童生徒の具体的な学習改善につながっていない

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートをとってい
るかなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよう
な誤解が払拭しきれていない

・ 教師によって評価の方針が異なり，学習改善につなげにくい

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて，指導に注力できない

・ 相当な労力をかけて記述した指導要録が，次の学年や学校段階において十分に
活用されていない

学習評価の現状について，学校や教師の状況によっては，以下のような課題があることが
指摘されている。

先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし，
テストだけで判断するという先生もいます。そうすると，どう努力していけばよいのか
本当に分かりにくいんです。
（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ第７回における
高等学校三年生の意見より）

生徒の意見



学習評価の改善の基本的な方向性

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，次の基本的な考え方に
立って，学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。



指導と評価の一体化の必要性の明確化

○学校教育法施行規則（抄）
第二十四条
校長は，その学校に在学する児童等の指導要録（学校教育法施行令第三十一条に規定する
児童等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本をいう。以下同じ。）を作成しなければな
らない。
第五十七条
小学校において，各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たつては，児童の平素の成績
を評価して，これを定めなければならない。※中学校，高等学校についても同様に規定。

○平成29年改訂小学校学習指導要領 第１章 総則
第３ 教育課程の実施と学習評価
１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
⑴ 第１の３の⑴から⑶までに示すこと(引用注：資質・能力の３つの柱の育成）が偏りなく実現されるよう，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童の主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行うこと。（略）

２ 学習評価の充実
⑴ 児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感
できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して，学習
の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かす
ようにすること。
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学習指導要領の総則において指導と評価の一体化の必要性が明確化された。

※平成29年改訂中学校学習指導要領第１章総則にも同旨



カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価

各学校における教育活動

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり，教育課程に基づいて組織的か
つ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っ
ている。



「学習評価の在り方ハンドブック」

〈内容〉

 学習評価の基本的な考え方

 学習評価の基本構造

 特別の教科 道徳，外国語活動，総合的な

学習の時間及び特別活動の評価について

 観点別学習状況の評価について

 学習評価の充実

 Ｑ＆Ａ 等

全国の教育委員会等や学校等に送付

国立教育政策研究所のウェブページに掲載



観点別学習状況の評価の観点の整理

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評
価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表
現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

＜現行＞ ＜新＞



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

各教科における評価の基本構造



「知識・技能」の評価

※上記の考え方は，現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な
理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて，）観察・実験をさせたり，式やグラフで
表現させたりする。

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，
概念等として理解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。



「思考・判断・表現」の評価

※上記の考え方は，現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の
多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価Ⅰ

「主体的に学習に取り組む
態度」として観点別学習状況
の評価を通じて見取ることが
できる部分

観点別学習状況の評価に
はなじまない部分
（感性，思いやり等）

学びに向かう力，人間性等

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況などについては，積極的に
評価し児童生徒に伝えることが重要。

個人内評価（児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況について
評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかどう
かを含めて評価する。

「学びに向かう力，人間性等」には，①主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状
況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況の評価や評定にはなじま
ない部分がある。

①

②



「主体的に学習に取り組む態度」の評価Ⅱ

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようと
しているかどうかを含めて評価する。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価Ⅲ

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）



評定 ：各教科等の観点別学習状況の評価の結果を総括的に捉え，

教育課程全体における各教科の学習状況を把握することが可能なもの。

評定が観点別学習状況の評価を総括したものであることを示すため，
指導要録の参考様式を改善。

評定について

・評定を引き続き指導要録上に位置付ける。
・学習評価の結果の活用に際しては，観点別学習状況の評価と，評定の双方の特長を
踏まえつつ，その後の指導の改善等を図ることが重要。

※従前の参考様式においては，観点別学習状況の評価を記入する欄と評定を記入する欄は
離れた場所にあった。

国

語

観点＼学年 1 2 3 4 5 6

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評定

（例）小学校国語



教科等横断的な視点で育成を目指すこととされた資質・能力は，各教科等の学習の

文脈の中で育成した上で，横断的に発揮されるようにすることが重要。

教科等横断的な視点で育成を目指すこととされた資質・能力の評価

言語能力や情報活用能力，問題発見・解決能力など

①各教科等の指導と評価の一体化を図る中で資質・能力を育成した上で，

②それらの資質・能力が教科等横断的に関連付け発揮されるようにすることが重要。

※したがって，例えば，各教科等の評価規準とは別に，教科等横断的な資質・能力に関わる

評価規準を設定し評価することは必ずしも必要ではない。

教科等横断的な視点で育成を目指すこととされた資質・能力についての評価は，各教科
等における観点別学習状況の評価に反映する。



道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，
平成２８年７月２９日付で都道府県教育委員会等に通知

○ 数値による評価ではなく，記述式とすること，

○ 個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること，

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的
に受け止めて認め，励ます個人内評価（※１）として行うこと，

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳
的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること

○ 調査書（いわゆる内申書）に記載せず，中学校・高等学校の入学者選抜の合否判
定に活用することのないようにする必要（※２）

【基本的な考え方】

○新学習指導要領（特別の教科 道徳）
児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努め
る必要がある。
ただし，数値などによる評価は行わないものとする。

※１ 観点別学習状況の評価や評定には示しきれない子供たち一人一人のよい点や可能性，
進歩の状況について評価

※２ 平成30年３月30日付事務連絡において，再周知

小・中学校「特別の教科 道徳」に係る評価



総合的な学習の時間の評価

行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それらの観点のうち，
児童生徒の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する等，児童生徒に
どのような力が身に付いたかを文章で端的に記述する。（従前と同様）

【総合的な学習の
時間の記録】

改善等通知
小学校児童指導要録（参考様式）
様式２（指導に関する記録）表面

各学校は，学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標
（小学校では，第５章第１）及び学校教育目標を踏まえ，総合的
な学習の時間の目標を定めます。そして，この目標を実現する
にはふさわしい「探究課題」と「探究課題の解決を通して育成を
目指す具体的な資質・能力」を示した内容を設定します。この目
標と内容に基づいた観点を設定することになる。

観点の設定に当たっては，探究課題の解決を通して育成を目指
す具体的な資質・能力について，学習指導要領に示された三つ
の事項（小学校では，第５章第２の３（６））に配慮する。

具体的な学習状況の評価の方法については，信頼される評価
の方法であること，多面的な評価の方法であること，学習状況
の過程を評価する方法であること，の三つが重要。



特別活動の評価
各学校が自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事
ごとに，評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○
印を記入する。（高等学校は従前の文章記述を改める。小・中学校は従前と同様。）

【特別活動の記録】

改善等通知
小学校児童指導要録（参考様式）
様式２（指導に関する記録）表面

特別活動の目標を踏まえ，例えば「よりよい生活を築くた
めの知識・技能」「集団や社会の形成者としての思考・判
断・表現」「主体的に生活や人間関係をよりよくしようとす
る態度」（小学校の例）のように，具体的に観点を示すこと
が考えられる。

特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから，
設置者ではなく，各学校が評価の観点を定める。

○印を付けた具体的な活動の状況等について，総合所見の欄に「特別活動
における事実及び所見」として端的に記述することが考えられる。

学級（ホームルーム）担任以外の教師が指導する活動が
多いことから，評価体制を確立し，共通理解を図って，児
童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価する。

※中学校生徒指導要録（参考様式）においても同様



学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせる
ため，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設ける。
※児童生徒の発達の段階等を踏まえ，適切な工夫が求められる。
（例）小学校低学年の児童に対しては，学習の「めあて」などのわかり易い言葉で伝える。

学習評価を行う上での各学校における留意事項

観点別学習状況の評価に係る記録は，毎回の授業ではなく，単元や題材などの
内容や時間のまとまりごとに行うなど，評価場面を精選する。
※日々の授業における児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに
重点を置くことが重要。

評価の方針等の児童生徒との共有

観点別学習状況の評価を行う場面の精選

学校全体としての組織的かつ計画的な取組

教師の勤務負担軽減を図りながら学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，

学校全体としての組織的かつ計画的な取組を行うことが重要。
（例） ・教師同士での評価規準や評価方法の検討，明確化

・実践事例の蓄積・共有
・評価結果の検討等を通じた教師の力量の向上
・校内組織（学年会や教科等部会等）の活用



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
（評価規準の作成及び評価方法の工夫等） 【案】

第１編 総説

第２編 各教科における「内容のまとまりごとの

評価規準」を作成する際の手順

第３編 評価に関する事例

現在使用している参考資料に変わり、
新編の参考資料を１１月以降に発行予定



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。

② 各学校において定めた内容の記述（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を
通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が、観点ごとにどのように整理されている
かを確認する。

③ 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。





中学校総合的な学習の時間における「内容のまとまりごとの評価
規準」作成の手順

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。

（１） （２） （３）

地域の人、もの、ことに関わ
る探究的な学習の過程におい
て、課題の解決に必要な知識
及び技能を身に付けるととも
に、地域の特徴やよさが分か
り、それらが人々の努力や工
夫によって支えられているこ
とを理解する。

地域の人、もの、ことの中か
ら問いを見いだし、その解決
に向けて見通しをもって調べ、
集めた情報を整理、分析し、
根拠を明らかにしてまとめ・
表現する力を身に付ける。

地域の人、もの、ことについ
ての探究的な学習に主体的・
協働的に取り組むとともに、
互いのよさを生かしながら、
持続可能な社会を実現するた
めの行動の仕方を考え、自ら
社会に参画しようとする態度
を養う。

【Ａ中学校において定めた総合的な学習の時間の目標（例）】
探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習を通して、目的

や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにするため、
以下の資質・能力を育成する。

Ａ
中
学
校
に
お
い
て
定
め
た
目
標



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

地域の人、もの、ことに関わ
る探究的な学習の過程におい
て、課題の解決に必要な知識
及び技能を身に付けるととも
に、地域の特徴やよさが分か
り、それらが人々の努力や工
夫によって支えられているこ
とを理解している。

地域の人、もの、ことの中か
ら問いを見いだし、その解決
に向けて見通しをもって調べ、
集めた情報を整理、分析し、
根拠を明らかにしてまとめ・
表現する力を身に付けている。

地域の人、もの、ことについ
ての探究的な学習に主体的・
協働的に取り組むとともに、
互いのよさを生かしながら、
持続可能な社会を実現するた
めの行動の仕方を考え、自ら
社会に参画しようとしている。

【Ａ中学校において定めた総合的な学習の時間評価の観点の趣旨】

趣
旨

観
点

〔知識・技能〕の観点の趣旨の作成

学校において定めた目標のうち(1)の文末を「～について理解している」、「～を身に付けている」な

どとして設定することが考えられる。

〔思考・判断・表現〕の観点の趣旨の作成

学校において定めた目標のうち(2)の文末を「～している」として設定することが考えられる。

〔主体的に学習に取り組む態度〕の観点の趣旨の作成

学校において定めた目標のうち(3)の文末を「～しようとしている」として設定することが考えられる。



（１） （２） （３）

・地域の自然環境やその自
然環境を守ろうとしてい
る人々の工夫や努力につ
いて理解する。

・生物はその周辺の環境と
関わって生きていること
を理解する。

・地域の自然や環境を保全
するためのアイデアや具
体的な取組があることが
分かる。

・地域の自然環境について、地
域への関わりを通して感じた
関心をもとに課題をつくり、
解決の見通しをもつことがで
きる。

・手段を選択して情報を収集す
ることができる。

・課題解決に向けて、観点に合
わせて情報を整理し考えるこ
とができる。

・相手や目的に応じて、分かり
やすく表現することができる。

・課題解決に向け、自分の
よさに気付き、探究活動
に進んで取り組もうとす
る。

・自分と違う意見や考えの
よさを生かしながら協働
して学び合おうとする。

・地域との関わりの中で自
分でできることを見付け
ようとする。

向
き
合
う
人
々

地
域
の
自
然
環
境
と
環
境
問
題
に

目標を実現する
にふさわしい探
究課題

② 各学校において定めた内容の記述（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を
通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が、観点ごとにどのように整理されている
かを確認する。

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

各学校において定める内容



Ⅲ 主体的・対話的で深い学び



Ⅰ 主体的・対話的で深い学び



Ⅰ 主体的・対話的で深い学び



Ⅰ 主体的・対話的で深い学び



Ⅲ 主体的・対話的で深い学び

主体的な学び

課題設定

見通し

振り返り

実生活や実社会とつながりのある具体的な活動や体験

プロセスイメージ

ゴールイメージ

学習内容の確認

関連付けや一般化

自己変容の自覚
田村学（2018）『深い学び』東洋館出版社

自分で自分の学びを
コントロール



Ⅲ 主体的・対話的で深い学び

対話的な学び

知識や技能の構造化

新たな知の創造

多様な情報収集

田村学（2018）『深い学び』東洋館出版社

異なる多様な他者と
の対話



Ⅲ 主体的・対話的で深い学び

深い学び

「知識・技能」が関連付いて構造化されたり身体化されたり

して高度化し、駆動する状態（いつでもどこでも使いこなせ

るように動いている状態）に向かうこと

田村学（2018）『深い学び』東洋館出版社

つなぐ、つながる、つなげる



他の二つの柱をどのような方向性で働かせていくかを決定付ける要素

未知の状況で活用可能な知識・技能
概念的知識

学習活動によって獲得される
個別的で事実的な知識・技能

必要な新しい知識や技能を得るために既知の知識
や技能を未知の状況でどう活用するとよいか考える力

既知の知識

深い理解を伴う知識を習得

資質・能力の育成は、知識及び技能の質や量に支えられている



探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこ
とを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくた
めの資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要
な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形
成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で
課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと
め・表現することができるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも
に、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参
画しようとする態度を養う。

第４章 総合的な学習の時間 第１ 目標



Ⅲ 主体的・対話的で深い学び

総合的な学習の時間における
主体的・対話的で深い学びは・・・



(1) 年間や、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で
育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学
びの実現を図るようにすること。その際、生徒や学校、地域の実
態等に応じて、生徒が探究的な見方・考え方を働かせ、教科等の
枠を超えた横断的・総合的な学習や生徒の興味・関心等に基づく
学習を行うなど創意工夫を生かした教育活動の充実を図ること。

〔探究的な見方・考え方〕

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象
を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の課題を探究し、
自己の生き方を問い続けること

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い １

見方・考え方

「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」



主体的な学びの視点による学習指導

対話的な学びの視点による学習指導

深い学びの視点による学習指導

学習活動を発展的に繰り返していく過程を重視

課題設定と振り返りの充実を図る

他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広
げ深めるような学びの充実を図る

今まで以上に学習過程の質的向上を目指す
各教科等で身に付けた資質・能力を何度も活用・発揮できるような
学習場面を生み出す



Ⅱ 総合的な学習の時間の目標
２ 目標の趣旨



Ⅳ 考えるための技法の活用

考えるための技法とは・・・

考える際に必要になる情報の処理方法を、例えば「比較す

る」、「分類する」、「関連付ける」など、技法のように

様々な場面で具体的に使えるようにするもの

考えるための技法の例

順序付ける 比較する 分類する 関連付ける

多面的に見る・多角的に見る 理由付ける

見通す 具体化する 抽象化する 構造化する



Ⅳ 考えるための技法の活用

考えるための技法を意識的に使えるようにするために

・教師が声掛けする

・可視化する

思考ツール



思考ツールの活用
～適切な思考方法で問題解決を図る手立て～

★思考ツール‥「比べる」 「分類する」 「関連付ける」

「多面的に見る」などの思考方法の具

体化を図る手立て

可視化と操作化で自ら学び、共に学ぶ

□課題解決に適した方法で考え、解決を図れるように

なる



思考ツール活用の留意点

①必然性‥使う必要があるか

②適合性‥させたい思考に合っているか

③充足性‥充分活用できるものか

④簡便性‥生徒に使いこなせるか



ボックスチャート

集めた情報を選んだりまとめたり
して意見を集約する



ボックスチャート用ワークシート
（ランキングカード）



ピラミッドチャート



ピラミッドチャート

集めた情報を選んだりまとめたり
しながら最も主張すべき点を焦点化していく

人々の川への重い

川のごみ

昔の川のようす

進む川の汚れ

川を美しくする取組

川の水質

川の生き物

川を大切にする取組

私たちの川に清流を取り戻そう



ＫＪ法的な手法で分類



「昔からの地域」と「開発された地域」のそれぞれのよさをベン図を
通して、双方に共通するよさを見いだし、地域への愛着を深める

開発された地域 昔からの地域
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
が
い
る

公園が多い

店が近い 昔からの続く神社や寺

昔からの行事を守るＡさん

自然がいっぱい

秋祭りを作ってくれたＢさん

ベン図
～３年生 地域のよさを見付けよう ～



育ててきた唐辛子に発生したアブラムシの退治方法を話し合い、
グループで最適な方法を選択する

安全性
22枚の付箋紙

効果性

最
適
な
手
段

実現性

ベン図
～３年生 地域の伝統野菜を育てよう～

文部科学省『言語活動の充実に関する指導事例集』小学校編



ホテル特別養護老人ホーム

職場体験の前段として行った職場訪問で得た情報を、視点
に基づいて分析し、レーダーチャートに整理しながら、職業
の特徴や適性について自分の考えをもつ

レーダーチャート
職業の特徴や適性を考えよう～中学２年生～



職場体験を通して
自己の目指す姿を考えよう ～中学２年生～

自分の特性や職場の適性から、自分が職場で生かしたい力、
身に付けるべき力などを踏まえ、職場体験を通して考えたい
課題を設定する

特別養護老人ホームで体験

生徒Ａ
「お年寄りとのコミュニケーションのとり方を知るとともに、
お年寄りのために今、自分ができることは何か」

産婦人科医院で体験

生徒Ｂ
「生命に関わる仕事で大切なことは何か」

インタビューの内容作成 職場体験



職場体験を通して
自己の目指す姿を考えよう ～中学２年生～

三つの視点でＹチャートに整理し、課題の解決に向け考えを深める



文部科学省：『言語活動の充実に関する指導事例集』

様々なまちづくりの要素を４象限に分類しまちづくりに対する

自分の考えをもとう ～中学１年生～

座標軸



Ⅴ 教科等横断的な視点に立った資質・能力

学習の基盤となる資質・能力

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

○ 言語能力

○ 情報活用能力

○ 問題発見・解決能力 等

○ 伝統や文化に関する教育

○ 郷土や地域に関する教育 等
中学校学習指導要領解説

総則編 Ｐ200～ 13例



Ⅴ 教科等横断的な視点に立った資質・能力

◇教科等横断的な視点とは？
教科を越えて育成を目指す資質・能力を明確にした上で、

各教科等の内容の関連部分を相互に関連付けながら、各教
科等の役割を明確にして学習内容を捉えること

（例）郷土学習により育成を目指す資質・能力
○郷土の伝統や文化、人々のくらしに対する理解
○郷土の文化財や伝統的な生活について、その歴史的背景、保存や
継承のための取組などに着目して、その様子を捉え、郷土の人々
の願いや努力などについて、考え、表現する力

○郷土に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚をもち、
地域の人々と主体的に関わろうとする態度



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
１ 指導計画

全体計画

指導計画のうち、学校として、この時間の教育活動の基
本的な在り方を示すもの。

年間指導計画

全体計画を踏まえ、その実現のために、どのような学習
活動を、どのような時期に、どのように実施するのか等
を示すもの。



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
２ 全体計画に盛り込むべきもの

必須の要件として記すもの

・各学校における教育目標

・各学校において定める目標

・各学校において定める内容



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
２ 全体計画に盛り込むべきもの

基本的な内容や方針等を概括的に示すもの

・学習活動

・指導方法

・指導体制

・学習の評価



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
２ 全体計画に盛り込むべきもの

その他、各学校が必要と考えるもの

・年度の重点、地域の実態、学校の実態、生徒の実態

保護者の願い、地域の願い、教職員の願い

・各教科等との関連、地域との連携、小学校や高等学

校等との連携、近隣の中学校との連携 など



学校教育目標

①各学校において定める目標

学習指導要領における総合的な学習の目標と各学
校の教育目標を踏まえる。

③学習活動

「内容」とのか
かわりにおいて
実際に生徒が行
う学習活動

④指導方法

学習活動を適切
に実施する際に
必要とされる指

導方法

⑤学習の評価

各学校で定めた
評価の観点、評
価の方法、評価

計画等

⑥指導体制

①～⑤の計画・
実施を適切に推
進するための体

制

各教科等との関連 地域との連携
近隣の小学校、中学校、
高等学校等との連携

生徒の実態

地域の実態

保護者の願い

地域の願い

②各学校おいて定める内容

目標を実現するにふさわしい
探究課題

目標の実現に向けて、学校とし
て設定した生徒が探究的な学習
に取り組む課題であり、従来の
「学習対象」に相当する。

探究課題の解決を通して育成を目指す
具体的な資質・能力

特定の領域や対象に関わる探究課題の解決を通して、
どのような資質・能力の育成を目指すかを具体的に
記述。「育成すべき資質・能力の三つの柱」である
「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」
「学びに向かう力、人間性等」に沿って設定する。

全体計画の様式例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

各学校において定める目標

各学校における教育目標第１の目標

・育てたい生徒像

・育成を目指す資質・能力

・学習活動の在り方 など

具体化

重点化

付 加

踏まえて



第１ 目標 学校で定める目標の設定例

探究的な見方・考え方を働かせ、横
断的・総合的な学習を行うことを通し
て、よりよく課題を解決し、自己の生
き方を考えていくための資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
(1) 探究的な学習の過程において、課
題の解決に必要な知識及び技能を身
に付け、課題に関わる概念を形成し、
探究的な学習のよさを理解するよう
にする。

(2) 実社会や実生活の中から問いを見
いだし、自分で課題を立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表
現することができるようにする。

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に
取り組むとともに、互いのよさを生
かしながら、積極的に社会に参画し
ようとする態度を養う。

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、こ
とに関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明らか
にしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることが
できるようにするために、以下の資質・能力を育成する。
(1) 地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過程
において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付
けるとともに、地域の特徴やよさに気付き、それらが
人々の努力や工夫によって支えられていることに気付
く。

(2) 地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、そ
の解決に向けて仮説を立てたり、調査して得た情報を
基に考えたりする力を身に付けるとともに、考えたこ
とを、根拠を明らかにしてまとめ・表現する力を身に
付ける。

(3) 地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主
体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生か
しながら、持続可能な社会を実現するための行動の仕
方を考え、自ら社会に参画しようとする態度を育てる。

解説Ｐ67



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な
学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自
己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、
ことに関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明
らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考える
ことができるようにするために、以下の資質・能力を
育成する。

具体化

目
標

設
定
例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な
学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自
己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、
ことに関わる総合的な学習を通して、目的や根拠を明
らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考える
ことができるようにするために、以下の資質・能力を
育成する。 重点化

目
標

設
定
例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

(1) 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要

な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形

成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。

(1) 地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過
程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身
に付けるとともに、地域の特徴やよさに気付き、そ
れらが人々の努力や工夫によって支えられているこ
とに気付く。

具体化

目
標

設
定
例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で

課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと

め・表現することができるようにする。

(2) 地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、
その解決に向けて仮説を立てたり、調査して得た情
報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、考
えたことを、根拠を明らかにしてまとめ・表現する
力を身に付ける。 具体化

目
標

設
定
例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
３ 各学校において定める目標の設定

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも

に、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参

画しようとする態度を養う。

(3) 地域の人、もの、ことについての探究的な学習に
主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを
生かしながら、持続可能な社会を実現するための行
動の仕方を考え、自ら社会に参画しようとする態度
を育てる。

付加

目
標

設
定
例



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

目標を実現するのにふさわしい探究課題

目標の実現に向けて学校として設定した、生徒が探究的な
学習に取り組む課題であり、従来「学習対象」として説明
されてきたもの

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

各学校において定める目標に記された資質・能力を各探究
課題に即して具体的に示したものであり、教師の適切な指
導の下、生徒が各探究課題の解決に取り組む中で、育成す
ることを目指す資質・能力のこと



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

目標を実現するのにふさわしい探究課題

①現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題

②地域や学校の特色に応じた課題

③生徒の興味・関心に基づく課題

④職業や自己の将来に関する課題



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

目標を実現するのにふさわしい探究課題

①現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題
・国際理解：地域に暮らす外国人とその人たちが大切にしている文化や価値観
・情報：情報化の進展とそれに伴う日常生活や消費行動の変化
・環境：地域の自然環境とそこに起きている環境問題
・福祉：身の回りの高齢者とその暮らしを支援する仕組みや人々
・健康：毎日の健康な生活とストレスのある社会

・資源エネルギー：自分たちの消費生活と資源やエネルギーの問題

・安全：安心・安全な町づくりへの地域の取組と支援する人々
・食：食をめぐる問題とそれに関わる地域の農業や生産者
・科学技術：科学技術の進歩と自分たちの暮らしの変化 など



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

目標を実現するのにふさわしい探究課題

②地域や学校の特色に応じた課題

・町づくり：町づくりや地域活性化のために取り組んでいる人々や組織

・伝統文化：地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々

・地域経済：商店街の再生に向けて努力する人々と地域社会

・防災：防災のための安全な町づくりとその取組 など



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

目標を実現するのにふさわしい探究課題

③生徒の興味・関心に基づく課題

・ものづくり：ものづくりの面白さや工夫と生活の発展

・生命：生命現象の神秘や不思議さと、そのすばらしさ など

④職業や自己の将来に関する課題

・職業：職業の選択と社会への貢献

・勤労：働くことの意味や働く人の夢や願い など



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

①知識及び技能

②思考力、判断力、表現力等

③学びに向かう力、人間性等

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

①知識及び技能

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

（例）・生物には、色、形、大きさなどに違いがあり、生育の環境が異な
ること（多様性）

・身近な自然において、生物はその周辺の環境と関わって生きてい
ること（相互性）

・自然環境は、様々な要因で常に変化する可能性があり、一定では
ないこと（有限性）



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

②思考力、判断力、表現力等



第２ 各学校において定める目標及び内容
３ 各学校において定める目標及び内容の取扱い

旧
第３の１(4)
育てようとする資質や能力及び態度に

ついては、例えば、学習方法に関するこ
と、自分自身に関すること、他者や社会
とのかかわりに関することなどの視点を
踏まえること。

(6) 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な
資質・能力については、次の事項に配慮すること

ア 知識及び技能については、他教科等及び総合
的な学習の時間で習得する知識及び技能が相互
に関連付けられ、社会の中で生きて働くものと
して形成されるようにすること。

イ 思考力、判断力、表現力等については課題の
設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現
などの探究的な学習の過程において発揮され、
未知の状況において活用できるものとして身に
付けられるようにすること。

ウ 学びに向かう力、人間性等については自分自
身に関すること及び他者や社会との関わりに関
することの両方の視点を踏まえること。



解説Ｐ76



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
４ 各学校が定める内容とは

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力

③学びに向かう力、人間性等



第２ 各学校において定める目標及び内容
３ 各学校において定める目標及び内容の取扱い

旧
第３の１(4)
育てようとする資質や能力及び態度に

ついては、例えば、学習方法に関するこ
と、自分自身に関すること、他者や社会
とのかかわりに関することなどの視点を
踏まえること。

(6) 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な
資質・能力については、次の事項に配慮すること

ア 知識及び技能については、他教科等及び総合
的な学習の時間で習得する知識及び技能が相互
に関連付けられ、社会の中で生きて働くものと
して形成されるようにすること。

イ 思考力、判断力、表現力等については課題の
設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現
などの探究的な学習の過程において発揮され、
未知の状況において活用できるものとして身に
付けられるようにすること。

ウ 学びに向かう力、人間性等については自分自
身に関すること及び他者や社会との関わりに関
することの両方の視点を踏まえること。



解説Ｐ78



指導資料Ｐ70

思考力、
判断力、
表現力等

学びに向
かう力、
人間性等



各学校において定める内容の具体例

○○町の伝統文化として
の曳山及び学校の曳山に
関する特徴や歴史、曳山
を維持継承している人や
組織の存在、その人々の
思いや願い及び具体的な
取組 （伝統文化）

知識及び技能

・○○町の伝統文
化として曳山には
特徴や歴史的背景、
地域産業との関わ
りがあること

（固有性・相互性）

・曳山を維持継承
している人々の思
いやそこに存在す
る課題

（有限性・継承性）

・学校の曳山を受
け継ぐことには価
値があること

（協働性・創造性）

思考力、判断力、
表現力等
〔課題の設定〕

曳山祭りに関心を
もち、過去と現在
の様子から課題を
見付け～
〔情報の収集〕

曳山のよさに関す
る情報をアンケー
トや取材など多様
な方法で収集しよ
うと～
〔整理・分析〕
・・・・・～

学びに向かう力、
人間性等
・曳山に関する活
動を通して、伝統
文化を継承しよう
と考えている方々
と関わりながら、
そのよさを追究し
ようとする。

・曳山祭りに向け、
友達と協力して情
報収集を繰り返し
行い、～

・地域の伝統文化
に参画できた自分
自身に気付き、～



Ⅵ 総合的な学習の時間の指導計画の作成
５ 年間指導計画の作成
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